
２．被保険者は保険証券に被保険者として記載された方となります。 
（注）既に存在していた身体の障害または病気の影響などによりケガ等の程度が大きくなった場合は、その影響がなかった場合に相当する金額をお

支払いします。 
（注）「保険金をお支払いする場合」において、治療とは医師が必要であると認め、医師が行う治療をいいます。 

保険金 
の種類 

保険金をお支払いする場合 お支払いする保険金の額 保険金をお支払いできない主な場合 

傷 害 入
院 

保 険
金 

事故によるケガの治療のた
め、入院し、その入院が傷害
入院保険金の免責期間※を超
えて継続した場合 

※ 事故の発生の日からその
日を含めて保険証券に記載さ
れた免責期間が満了するまで
の期間をいいます。

傷害入院保険金日額  × 入院日数

※ 傷害入院保険金の免責期間が満了した日
の翌日からその日を含めて傷害入院保険
金の支払対象期間内の入院を対象とし、
１事故につき、保険証券に記載された傷
害入院保険金の支払限度日数が限度とな
ります。

(1)次のいずれかによるケガについては、保険金をお
支払いできません。

①保険契約者、被保険者または保険金受取人の故意
または重大な過失

②被保険者の闘争行為、自殺行為または犯罪行為
③被保険者が次のいずれかに該当する間に発生した

事故
ア．法令に定められた運転資格を持たないで自動
車または原動機付自転車を運転している間

イ．道路交通法第65条第１項に定める酒気を帯び
た状態で自動車または原動機付自転車を運転し
ている間

ウ．麻薬、大麻、あへん、覚せい剤、シンナー等
の影響により正常な運転ができないおそれがあ
る状態で自動車または原動機付自転車を運転し
ている間

④被保険者の脳疾患、病気または心神喪失
⑤被保険者の妊娠、出産、早産または流産
⑥保険金をお支払いすべきケガの治療以外の被保険

者に対する外科的手術その他の医療処置
⑦被保険者に対する刑の執行
⑧戦争、外国の武力行使、革命、内乱等の事変また

は暴動※1
⑨地震もしくは噴火またはこれらによる津波
⑩核燃料物質などの放射性・爆発性・有害な特性に

よる事故
⑪上記⑩以外の放射線照射または放射能汚染
(2)次のいずれかの場合についても保険金をお支払い

できません。
①むちうち症・腰痛等で医学的他覚所見のないもの

※2
②細菌性食中毒・ウイルス性食中毒
(3)次のいずれかによって発生したケガについても保

険金をお支払いできません。
①被保険者がテストライダー、オートバイ競争選手、

自動車競争選手、自転車競争選手、プロボクサー、
プロレスラー等やその他これらと同程度またはそ
れ以上の危険を有する職業に従事している間の事
故

②被保険者が次のいずれかに該当する間の事故
ア．乗用具(＊1)を用いて競技等(＊2)をしている間
（ウ．に該当しない「自動車または原動機付自
転車を用いて道路上で競技等(＊2)をしている
間」を除きます）

イ．乗用具(＊1)を用いて競技等(＊2)を行うことを
目的とする場所において、競技等(＊2)に準ずる
方法・態様により、乗用具(＊1)を使用している
間（ウ．に該当しない「道路上で競技等(＊2)に
準ずる方法・態様により、自動車または原動機
付自転車を使用している間」を除きます）

ウ．法令による許可を受けて、一般の通行を制限
し、道路を占有した状態で、自動車もしくは原
動機付自転車を用いて競技等(＊2)をしている
間または競技等(＊2)に準ずる方法・態様により
自動車もしくは原動機付自転車を使用している
間

③被保険者が山岳登はん（ピッケル、アイゼン、ザ
イル、ハンマー等の登山用具を使用するもの、ロ
ッククライミング等をいいます）、職務以外での航
空機操縦、スカイダイビング、ハンググライダー
搭乗等の危険な運動を行っている間の事故

傷 害 手 術 
保 険 金 

事故によるケガの治療のた
め、事故の発生の日からその
日を含めて傷害手術保険金支
払対象期間内に手術を受けた
場合 

※ 手術とは、次の診療行為を
いいます。
①公的医療保険制度におい
て手術料の対象となる診
療行為。ただし、次の診
療行為は保険金お支払い
の対象になりません。

・ 創傷処理
・ 皮膚切開術
・ デブリードマン
・ 骨または関節の非観血

的または徒手的な整復
術、整復固定術および
授動術

・ 抜歯手術
・ 歯科診療固有の診療行

為
②先進医療(＊1)に該当す

る診療行為(＊2)
(＊1) 手術を受けた時点にお

いて、厚生労働大臣が
定める先進的な医療技
術をいいます。また、
先進医療ごとに定める
施設基準に適合する病
院等において行われる
ものに限りますので、
対象となる手術、医療
機関および適応症は限
定されます。 

(＊2) 治療を直接の目的とし

て、メス等の器具を用い

て患部または必要部位

に切除、摘出等の処置を

施すものに限ります（診

断、検査等を直接の目的

とした診療行為および

注射、点滴、薬剤投与(全

身・局所)、放射線照射、

温熱療法による診療行

為を除きます）。 

１回の手術について次の額をお支払いしま
す。 
①入院中に受けた手術

傷害入院保険金日額  × 10

②上記①以外の手術

傷害入院保険金日額  × ５

※ 入院中とは、手術を受けたケガの治療の
ために入院している間をいいます。

※ 手術を複数回受けた場合のお支払いの限
度は以下のとおりとなります。
・ 保険金お支払いの対象となる手術を同

一の日に複数回受けた場合は、１回の
手術に対してのみ保険金をお支払いし
ます。なお、同一の日に上記①と②の
両方に該当する手術を受けた場合は、
上記①の手術を１回受けたものとしま
す。

・ １回の手術を２日以上にわたって受け
た場合または手術料が１日につき算定
される手術を複数回受けた場合は、そ
の手術の開始日についてのみ手術を受
けたものとします。

・ 一連の治療過程で複数回実施しても手
術料が１回のみ算定される区分番号
の手術について、その区分番号の手術
を複数回受けた場合は、２回目以降の
手術が保険金をお支払いする同じ区
分番号の手術を受けた日からその日
を含めて14日以内に受けたものであ
るときは、保険金をお支払いしません
（欄外のお支払例をご参照くださ
い）。

H30年4月 5月 6月 3月

月払

一括年払

H31年4月

●クレジットカード決済のみ

●クレジットカード決済
●コンビニ振込用紙払い
●口座振替

お申込みから支払い・次年度の更新までの流れ

サービス
スタート

サービス
スタート

初回決済4月分
5月5日決済

5月分
6月5日決済 更新月

12ヵ月分ご請求
（H30年4月～H31年3月分） 更新月

次年度サービス
スタート

次年度サービス
スタート

WEB登録なら
ご登録頂いた月から
即日でサービス利用OK!

　次年度より自動更新です
更新を希望されない場合は
退会のお手続きをお願いします

年一括のお客様へは
次年度の金額を
ご案内致します。　

※申込用紙にてご入会のお客様はご登録までに2～5日程お時間がかかります。
※口座振替をご選択の際、申込用紙と口座振替依頼書を弊社までお送りください。
口座振替依頼書は、弊社よりお送りいたします。
※月払は毎月末締めの翌5日決済です。決済日が土日祝の場合は、翌営業日となります。
※初年度の途中退会は出来ません。
※退会をご希望の際は更新月でのみお手続きとなります。更新月を過ぎての途中退会に関するご返金はいたしかねます。
※退会の際はクーポンサイトの「マイページ」の「お客様編集」下方の「退会希望の方」よりお手続き頂けます。
※月末の入会でもご登録頂いた月が登録月となり、当月分より請求開始となります。

初年度 次年度

！翌月5日決済

決済日が土日祝の
場合は翌営業日となります

※保険サービス対象の場合
補償期間は登録日の
翌日午前0時から開始。

※退会のお手続はWEBでも可能です。
(手順は下記の※をご覧ください)


